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納入と代金受取りは月末まで

昭和36年度出納閉鎖は5月31日となっ
ておりiますので、市税や住宅使用料を未

納のかたは急いで納入してください。な

お36年度分の物品代その他代金を受取っ
ていなL、かたは5月31日までに必ず受
け取ってくださL、。

簡
単
に
で
き
る
公
明
選
挙

定価一部五円

日に参院選挙
新
聞
、

ラ
ジ
オ
等
一
り
ま
し
た
。

い
つ
も
の
こ
と
で
す

で
す
で
に
ど
承
知
の
一
が
、
選
挙
が
近
づ
き
ま
す
と
事
前

よ
う
に
六
月
七
日
の
一
運
動
や
買
収
供
応
な
ど
の
選
挙
違

公
示
、
七
月
一

日
投
一
反
が
い
ろ
い
ろ
の
形
で
く
り
ひ
ろ

票
日
の
予
定
で
、
参
一
げ
ら
れ
る
の
が
、
わ
が
国
の
悪
い

議
院
議
員
選
挙
が
行
一
意
味
で
の
習
慣
に
な
っ
て
お
り
ま

な
わ
れ
る
乙
と
に
な
一
ず
。

い
ま
ま
で
は
腐
敗

選
挙
の
連
続

乙
ん
な
と
と
か
ら
、

一
ん
認
識
し
な
げ
れ
ば
な
り
ま
せ

私
た
ち
は
い
つ
の
選

一ん
。

挙
で
も
、

「こ
ん
ど
一
「
公
明
選
挙
」

と
い
う
言
葉
は
、

の
選
挙
乙
そ
き
れ
い

一
乙
と
十
年
余
り
の
聞
に
全
国
の
す

な
も
の
に
」
と
い
う
乙
と
を
目
原
一
み
ず
み
ま
で
浸
透
し
て
い
る
言
撲

に
し
て
、
そ
の
実
現
に
努
力
し
て
一
で
、
選
挙
を
き
川
い
な
も
の
に
す

お
り
来
す
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
一
る
と
い
う
、
と
れ
ほ
ど
わ
か
り
き

ら
ず
そ
の
た
ザ
ご
と
に
と
の
夢
は
一
っ
た
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ

裏
切
ら
れ
て
、
腐
敗
選
挙
と
い
う
一
の
喪
脅
か
え
什
ば
.
間
四
敗
選
挙
が

汚
名
を
い
た
だ
い
て
い
る
実
情
は
一
っ
き
手
と
っ
て
い
る
か
色
乙
そ
主

主
権
者
で
あ
る
私
た
ち
に
と
っ
て
一
れ
て
き
た
言
葉
で
す
。

は
、
全
く
情
な
い
と
と
で
あ
り
、

一
腐
敗
し
た
選
挙
が
た
び
重
な
れ
ば

ま
た
そ
の
よ
う
な
事
実
は
、
私
た
一
わ
た
し
た
ち
は
政
治
に
対
す
る
不

ち
の
責
任
で
あ
る
こ
J
を
じ
ゅ
う
一
信
を
い
だ
く
と
と
に
な
り
、
政
治

7月

一す
れ
ば
、
西
ド
イ
ツ
に
負
げ
な
い

一
よ
う
な
き
れ
い
な
選
挙
を
実
現
す

「公
明
選
挙
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
一
る
乙
と
が
で
き
ま
す
。

ん
。
選
挙
違
反
は
一
件
も
あ
り
ま
一

せ
ん
G

」
と
の
言
葉
は

、

西

ド

イ

一

選

挙

法

を

ツ
の
調
挙
視
察
に
出
か
け
た
選
挙
一

z

l

制
度
審
議
会
の
あ
る
委
員
が
質

問

一

守

る

こ

と

が

駐
日
持
拾
幻
ツ
側
の
一
大
切

わ
が
国
の
事
情
に
く
ら
べ
あ
ま
り
一
-
昨
年
の
衆
臨
院
議
員
総
選
挙
で

に
か
け
は
な
れ
て
い
る
ζ
と
は
、

一候
補
者
に
選
挙
法
を
守
る
自
覚
を

ま
っ
た
く
う
ら
や
ま
し
い
限
り
で

一促
レ
、
選
挙
人
も
法
律
専

を

す
が
、
わ
た
し
た
ち
も
努
力
さ
え
一と
が
公
明
選
挙
の
道
で
あ
る
乙
と

を
理
解
さ
せ
る
た
め
、
「
選
挙
法

を
守
る
運
動
」
を
全
国
的
に
展
開

し
て
、
相
当
の
成
果
を
お
さ
め
ま

に
も
ソ
ッ
ポ
む
い
て
、
ひ
い
て
は

選
挙
に
背
を
向
け
て
、
公
明
選
挙

に
も
希
望
を
央
な
う
と
と
に
も
な

り
ま
す
。

乙
う
な
れ
ば
民
主
政
治
は
、
ま
っ

た
く
、
く
ず
れ
て
し
ま
い
、
わ
た

し
た
ち
の
生
前
ま
で
暗
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

公
明
選
挙
の

必

要
が
な
い
西
ド

イ
‘ソ
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し
た
が
、
ま
だ
違
反
が
跡
を
た
た

な
い
実
情
で
す
。

候
補
者
が
必
ず
当
選
し
た
い
と
い

う
気
持
は
当
然
の
乙
と
で
す
。

し
か
し
、

そ
の
当
選
の
た
め
に
、

法
俸
の
網
の
目
を
た
く
み
に
く
ぐ

(下〉薬液槽と機械室

f 
三
浦
硯
出
石
に
み
か
ん
園

の
共
同
防
除
施
設

写真(上〉貯水槽

横を向 つて歩 ヲ-

L 

り
、
あ
る
い
は
違
反
に
な
る
こ
と
一
挙
訟
を
守
る
乙
と
が
、
も
っ
と
も

巻
恥
と
も
せ
ず
堂
々
と
や
り
、
ま
一
大
切
な
こ
と
と
い
え
ま
す
。

た
は
他
人
が
や
る
な
ら
自
分
も
や
一
と
ん
ど
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
も

る
。
と
ん
な
乙
と
を
候
補
者
が
行
一

一
昨
年
の
「
選
挙
法
を
守
る
運
動
」

な
っ
て
い
て
は
、
公
明
選
挙
は
で

一
の
経
験
に
も
と
づ
き
さ
ら
に
公

き
ま
せ
ん
。
し
か
し
候
補
者
が
い
一
明
選
挙

の
実
ぞ
あ
げ
る
た
め
、

ろ
い
ろ
な
方
法
で
選
挙
民
に
対
し
一
「
買
政
供
応
追
放
運
動
」
月
聞
を
設

買
般
や
供
応
な
ど
を
し
よ
う
と
し
一
け
、
全
国
的
に
強
力
に
運
動
の
推

て
も
、
選
挙
民
が
乙
れ
に
応
じ
な
一
進
を
行
な
う
乙
と
に
な
り
、
ず
で

り
れ
ば
、
自
然
ど
違
反
行
為
は
な
一
に
各
地
で
い
ろ
い
ろ
の
行
事
が
展

く
な
る
わ
げ
で
す
。
そ
れ
で
候
補
一
関
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

者
も
選
挙
民
も
一
体
と
な
っ
て
選

品

切

川

郵

政
省
で
は
五
月

E
U
M
一
日
か
ら
七
月
末
日

:
'
 

い
以
川
ま
で
豊
か
な
く
ら
レ

ユ
官
山
を
つ
く
る
郵
便
貯
金

拍
布
川
培
強
運
動
泰
実
施
し

金
一
て
い
ま
す
。

白
J

川
と
の
運
動
は、

国

引
口

川
民
貯
蓄
噌
強
運
動
と

叩
洲
市
川

並
行
し
、
ま
た
地
方

帯
型

川
的
に
実
施
さ
れ
る
貯

蓄
培
強
運
動
、
新
生
活
運
動
等
と

も
呼
応
し
て
、

主
と
し
て
つ
ぎ
の

よ
う
な
乙
と
を
心
に
推
進
さ
れ

ま
す
。ム
生
活
の
改
善
向
上
と
結
び
つ

い
た
教
育
、
結
婚
、
住
宅
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
の
目
的
貯

金
に
つ
い
て
積
立
郵
便
貯
金
の

利
用
を
す
す
め
る
。

A
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
を

記
念
し
て
、
特
別
意
し
よ
う
の

積
立
郵
便
貯
金
通
帳
を
発
行
す

る。ム
郵
便
貯
金
の
総
額
制
限
が
三

十
万
円
か
ら
五
十
万
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
と
と
を
周
知
し、

郵
便
貯
金
の
利
用
度
や
高
め
る

ム
予
算
生
活
老
実
行
し
、
計
画

貯
蓄
を
行
な
う
よ
う
す
す
め
る

い

県
、
市
民
運
動
と
し
て
各
種
団
体
と
提
携

長
崎
県
で
も
、
五
月
十
日
長
崎
市
一
な
う
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

で、

県
「
各
市
町
村
選
挙
管
理
委
一
大
村
市
で
も
、
国
や
県
の
行
な
う

員
会
お
よ
び
各
種
団
体
代
表
が
参
一と
の
醤
誌
の
行
事
に
併
行
し
て
、

加
し
て
「
買
取
供
応
追
放
運
動
長
一各
種
団
体
と
提
携
し
「
全
市
一
体

崎
県
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
さ
き
一と
な
っ
て
選
挙
法
を
守
り、

一
切

に
行
な
わ
れ
た
長
崎
県
知
事
選
挙
一

の
買
収
供
応
に
応
じ
な
い
」
と
い

に
お
り
る
よ
う
な
、
悪
質
違
反
を
一
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
か
げ
て
力
強

徹
底
的
に
追
放
し
て
参
議
院
議
員
一い
運
動
老
実
施
し
、
乙
ん
ど
の
選

選
挙
を
明
る
い
選
挙
に
す
る
旨
の
一挙
者
喫
機
と
し
て
、

公
明
選
挙
運

決
識
を
行
な
い
、
広
く
県
民
運
動
一動
を
大
き
く
前
進
さ
せ
た
い
と
存

と
し
て
、

賀
政
供
応
の
追
放
を
行
一
じ
ま
す
の
で
全
市
民
の
ご
協
力
巻

お
願
い
し
ま
す
。

(
選
挙
管
理
委
員
会
)

比
日
リ
0
0・A
Mリ
A
司
締
A
仙

ww晶
可
。
凡

""AV停止
日
付
‘円

政
治
常
識
を
身
に
つ
け
よ
う

選
挙
は
民
主
政
治
の
基
礎

発明巡回相談所開設

公
売
お
知
ら
せ

日
日
電
話
加
入
権
を

市
税
滞
納
に
よ
り
、

差
押
え

た
財
産
を
つ
ぎ
の
と
お
り
、

公

売
に
付
し
ま
ず
か
ら
、

買
受
希

望
者
は
当
日
定
刻
ま
で
に
、
印

鑑
並
び
に
買
受
代
金
持
参
の
う

え
と
参
集
く
だ
さ
い
。

ム
日
時
五
月
二
十
九
日
午
前

十
時
ム
公
亮
岨
宿
所
甫
役
所
税
務
課

ム
公
売
万
法
一
般
競
争
入
札

ム
公
売
保
証
金
見
積
価
格
の

百
分
の
十

ム
代
金
納
付
期
限
五
月
二
十

九
日
午
前
十
一
時
三
十
分

ム
公
社
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ

な
い
場
合
同
売
却
決
定
を
取
り

消
す公
売
物
件

①
電
酷
加
入
権
大
村
局
三
千

五
百
三
番

②
電
話
加
入
橋

大
村
局
二
千

百
四
番

③
電
話
加
入
権
大
村
局
二
千

百
五
番

④
電
話
加
入
権
大
村
局
一一千

五
百
九
十
二
番

@
間
話
加
ス
権
大
村
局
三
千

五
百
三
十一-
一審一

⑨
電
話
肱
入
権
大
村
局
ニ
千

二
百
五
十
審

⑦
恒
話
加
入
植

=
百
五
十
二
番

⑥
簡
甑
加
入
権

九
百
七
十
番

大
村
局
三
千

大
村
局
二
千

(税
務
課
)

敬
老
院
に
電
気
治
療

器
を
寄
贈

市
内
竹
松
駅
前
山
口
鉄
蔵
さ
ん

は
貯
容
者
佑
療
用
に
と
家
庭
用
館

気
治
療
臨
一
台

(λ
万
五
千
円
}

を
敬
老
院
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
幅
祉
事
業
に
寄
付

市
内
池
田
郷
五
八
O
番
地
梶
谷

金
作
さ
人
同
故
正
友
さ
ん
の
需
典

返
し
の
志
と
し
て
金
一
封
を
市
の

社
会
福
靴
事
業
費
に
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。
(
福
祉
事
務
所
)
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し
き
し
嘗
能
料
ム
新
城
漁
業
組
・一
ム
み
つ
ば
食
堂
ム
西
石
油
庖
ム
西

国

道

に

美

事

な

以

並

木

一

合

ム

竹
松
恵
会
今
村
組
ム
長
一
大
村
振
興
会
議
訪
池
田
商
庖
連

一二三
LE

t

-

-
，

コ

ヨ

タ

一
崎
ト
ヨ
ダ
会
里
鉄
工
所
A
福
田
一
宴
会
村
信
用
販
売
協
同
磐
田

将

来

は

大

村

の

名

所

こ

一

自

動

車

砲

備

工

場

ム

松

田

電

気

商

一

鶴

雄

韓

日

給

肘

4
i

-
一
会
ム
合
同
タ
ク
シ
ー
ム
大
村
タ
ク
一
履
物
一
室
田
申
魚
庖
ム
前
回
菓
子

で
国
道
一
ニ
十
四
号
線
の
一
っ
て
巽
事
町
桜
並
木
が
で
き
た
ゐ
一
建
設
ム
森
田
組
ム
大
久
保
組
。
国
一
シ

1
a信
洋
建
設
会
議
室
一
館
会
尾
豆
腐
居
ム
み
町
下
}
丁

什
J

水
主
町
か
ら
桜
馬
場

ま

一

の

で

す

。

一

際

連

設

ム
川
添
題
設
，ム
横
山
組
ム
一
ム
長
崎
ト
1
ハ
ツ
ム
石
丸
文
行
堂
一
日
商
庖
会
ム
下
駅
通
静
回
全
ム
上

ド
品
川
で
二
千
八
百
メ
ー
ト
ル
一
ど
寄
贈
を
い
た
だ
い
た
か
た
は
一
渋
江
武
ム
山
下
森
蔵
ム
小
村
組
ム
一
ム
長
崎
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
ム
憩
設
課
職
一
駅
通
商
庖
会
ム
中
央
商
庖
会
ム
伊

拐

の

両

側

仁

桜
並
木
が
あ
一
つ
ぎ
の
ど
お
り
で
、
寄
贈
者
に
対
一
牟
田
建
設
ム
一
窓
会
建
設
企
員
一
同
ム
高
首
木
組
合
会
崎
一
室
ム
み
の
り
ム
松
尾
毛
糸
去

こ
を
と
は
、
み
な
さ
ん

τて
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、

厚
く
一
宮
建
設
会
和
建
設
ム
九
州
市
一
農
産
加
工
ム
松
竹
産
業
ム
松
竹
飲
一
軍

長

屋

高

驚

会

町

す
で
に
f
~
承
知
の
と
お
一
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
一
室
長
崎
営
業
所
ム
安
井
カ
メ
ラ
居
一
料
ム
光
山
自
転
車
ム
安
藤
タ
イ
ヤ
一
野
錦
町
山
悦
能
待
問

ん
り
で
す
。
と
れ
ば
建
設
一
菜
、

Z一
ニ
月
、
最
古
玄
横
浜
タ
イ
ヤ
A
横
山
石
油
会
一

A
川
井
産
業
ム
長
崎
署
ム
高
砂

E
ム
万
盛
楼
心
マ
リ
モ
喫
茶
室

結

言

語

側

何

歩

道

一

持

問

諒

詩

旧

日

一

団

組

ム

西

日

本

物

産
ム
川
里
産
業
一
屋
ム
加
震
計
百
ム
霊
洋
服
庖
一
均

時

話

題

時

間

信

比

闘

を

整
備
し

ま

し

た

の

で

す

い

た

だ

き

ま

し

た

の

で

植

付

一

回

会

会

田

産

業

ム

菱

重

心

昭
和
三
斗
一
一一
年
度
に
六
百
十
本
の一
後
枯
れ

た

分

も

合

せ

て

補

植

を

と

一

中
村
酒
居
心
大
村
葬
儀
社
ム
小
料

桜
苗
木
三
唱
え
つ
け
、
将
来
、
観
光
一
の
ほ
ど
完
了
じ
ま
し
た
。

木
ニ
理
酔
月
ム
小
林
商
庖
ム
久
坂
商
庖

が
兼
ね
た
道
路
と
し
て
、

大
村
の

一

桜

苗

木

寄

贈

者

並

一
心
山
本
菓
子
録
会
県
菓
子
舗
必
卒

名
所
と
な
り
、
大
村
市
の
震

を

一ム
大
村
耐
火
株
式
会
社
ム
卒
山
組

協

一野
鉄
工
去
一
一
-
角
屋
心
中
島
商
屈

は
か
る
た
め
計
画
し
た
も
の
で
、
一

A
岡

山

建

設

省

聖

書

ム

小

ぃ

一
ム
議
会
ミ
美
容
室
会
法
寺

一

れ

一
心
川
添
商
居
心
橋
本
理
容
所
心
棋

と
の
震
に
あ
た
っ
て
は
、
商
工
一
森
組
ム
田
川
組
ム

高

潮

組

心

田

中

き

一
書
官
会
-
本
自
転
車
庖
ム
林

会
議
所
を
は

じ

め

、

市

内

外

の

み

五

設

合

山

組

ム

北

組

合

浦

田

費

回

総

書
士
松
ム
丸
三

な
さ
ん
の
Y
質
問
と
ど
協
力
に
よ
一組

ム

金

子

組

ム

中

尾

建

設

ム

中

市

場

ム

出

光

興

産

ム

火

力

指

電

所

(二〉(第319号〉よ大村市政だ
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け

ミ

国
民
健
康
保
険
で

受

M

は
、
去
る
四
月
一
日

時

抗

か

F

町
新
し
い
被
保
険

新
い
い
者
証
に
更
新
し
、
す

険

よ

で
に
お
手
も
と
に
配

帰
り
布
し
て
お
り
ま
す
が
村
大
保
健
所
で
は
悶
和
三
十
七

糊

仕

年

所

の
変
更
そ
の
他
年
一
肢
の
食
品
販
売
業
者
の
登
録
を

例

か

の
理
由
で
ま
だ
受
け
つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
し
て
い
ま
す

国
民
健
康
保
険
で
は
、

つ
ぎ
の

必
要
な
と
き
は
、
つ
ぎ
の
場
合
で
保
つ
取
っ
て
い
な
い
か
た
の
で
、
関
係
業
者
は
も
れ
な
く
登

よ

う

な

事

由

が

発

生

し

た

と

き

は

す

。

ロ

取

は

、

早

く

保

険

衛

生

録

し

て

く

だ

さ

い

。

十
日
以
内
に
手
続
者
-
を
す
る
と
と
市
外
か
ら
の
転
入
、
市
外
へ

の
転
課
ま
た
は
出
揮
所
へ
届
げ
て
く
だ
ム
登
録
場
所
大
村
保
健
所

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
届
出
や
怠
出
、
出
生
、
死
亡
駒
場
保
険
加
さ
い
。
四
月
一
日
か
ら
は
古
い
被
心
輩
録
料
百
円
(
印
鑑
持
容
の

り
、
ま
た
は
遅
れ
る
と
、
給
付
が
入
お
よ
び
脱
退
、
所
内
佐
佐
いり
変
保
険
者
証
村
使
用
で
き
ま
材
先
。
と
と
)

う
げ
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
さ
か
の

更
、
世
帯
主
変
更
、
世

帯

分

離

お

(

保

険
衛
生
課
)
ム
登
録
を
要
す
る
業
態

ぼ
っ
て
課
税
さ
れ
、
あ
る
い
は
給
よ
び
合
併
(
保
険
衛
作
課
)

つ

ぎ

の
食
品
帯
販
売
ま
た
は
行

付
金
の
返
還
を
さ
せ
ら
れ
た
り
皆

i

l

ー

様
に
不
利
に
な
る
乙
と
が
あ
り
ま
，

U
G
L
Y
C
rq

“z
e-A
F
Z
A
u
v
u
e
aれ
干
舎
や
れ
U
V
嘗

O
A
V
eキ
A
V
-

訪
れ
叩
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し

て

必

米

屋

を

か

え

た

い

か

た

は

ド

付

留
指
定
日
は
五
月
ニ

ム

大

村

市

国

民

健

康

保

険

の

被

保

十

三

日

、

二

十

四

日

の

二

日

間

険

者

と

な

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

お

-
M
日

に

届

出

を

で

す

が

、

な

に

か

の

都

合

で

間

人

は

、

大

村

市

内

に

住

所

帯

有

し

に

合

わ

な

い

か

た

は

月

末

ま

で

職
届
の
健
康
峠
険
に
加
入
し
て
い
現
在
米
穀
場
購
入
し
て
い
る
米
よ
り
、
定
期
登
録
変
更
届
を
受
け

受

け
付
げ
ま
す
。

な
い
人
。
生
活
保
護
法
の
適
用
を

屋
さ
ん
を
変
更
し
て
、
他
の
米
屋

付
け
ま
す
の
で
、
市
民
課
ま
た
は

ム
購
入
変
更
月
日

受
け
て
な
い
人
な
ど
で
す
。
さ
ん
か
ら
購
入
す
る
と
と
を
希
望
出
張
所
に
、
米
穀
購
入
通
帳
と
印

ム
国
民
健
康
保
険
r-関
す
る
屈
が
さ
れ
る
か
た
の
た
め
に
、
つ
ぎ
に

鑑
持
参
の
う
え
届
け
出
て
く
だ
さ

〈毎月1日，10日，20日発行〉

届

け

出

が

必

く

れ

る

と

不

利

国
保
・
転
出
入
な
ど
す
ぐ
手
続
き
を
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菓
子
・
魚
な
ど

食
品
販
売
業
者
の
登
録

六
月
一
日

(市
民
課
)

商
ず
る
も
の

①
魚
介
、
鯨
肉
お
よ
び
そ
の
加

工
品
②
魚
肉
ね
り
製
品

①
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
類

①
と
う
ふ
、
と
う
ふ
加
工
品
お

よ
び
ゴ
マ
ど
う
ふ

⑤
菓
子

類

引

揚

者

給

付

金

ま

た

は

遺

族
給
毎
月
十
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で

⑥
と
と
ろ
て
ん
お
よ
び
か
ん
ざ

付
金
の
国
債
を
お
持
ち
の
か
た
に

ム
貸
付
限
昨
額

ら

し

対

し

、

つ

ぎ

の

要

領

に

よ

り

生
業

国
庫
債
券
の
元
利
残
高
の
九
割

(
大
村
保
健
所
)
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
な
い
ま
す

(
と
の
場
合
千
円
未
満
の
額
は

な
お
、
申
込
用
紙
は
係
で
用
意

切
り
捨
て
)

6
月
の
実
弾
射
撃
し
て
お
り
ま
ず
か
ら
国
庫
債
券
お

よ
び
印
か
ん
を
持
参
し
て
く
だ
さ

陸
上
自
衛
隊
大
村
部
隊
で
実
施

1

。

ず
る
実
問
射
撃
の
六
月
実
施
日
程
し
た
だ
し
、

生
業
資
金
と
し
て
適

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

当
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
貸
し

(
場
所
は
池
田
射
撃
場
)

付
げ
で
き
な
い
乙
と
も
あ
り
ま
す

1
日・

2
目
、
4
日
1
9日
ム
申
込
受
付
期
間

日
日
J
M
目
、
四
日
i
羽

田

六

月

か

ら

来
年
二
月
ま
で

(庶
務
課
)

ム
受
げ
付
げ
お
よ
び
締
切
期
日

で
耐
暑
位
、
耐
寒
位
、
と
も
に
っ
て
制
限
を
F

つ
り
ま
す
の
で
、

弱
い
の
で
、
適
地
の
範
囲
は
狭
甘
ら
ん
の
よ
う
に
季
節
に
応
じ
川

い
u

花
芽
分
化
後
の
花
つ
ぼ
み
た
作
型
の
分
化
は
進
ん
で
い
ま
川

…

【

水

稲

】

の

発

言

五

度

C
以
上
が
必
せ
ん
。
し
か
し
、
品
縄
問
の
早
…

要
で
す
か
ら
、

冬
期
に
温
暖
な
晩
主
は
非
常
に
は
っ
き
り
し
て
川

良

い

苗

と

は

①

異

品

種

が

混

川

地
域
が
よ
い
。
般
穫
期
が
二
十
い
ま
ず
か
ら
、

同
時
に
播
い
亡

山

川
っ
て
い
な
い
。
@
病
害
虫
に
侵

H

度
C
以
上
の
高
温
に
な
る
と
品
も
蚊
種
時
期
に
は
か
な
り
の
恒
川

…

さ

れ

て

い

な

い

。

⑤

肥

料

要

素

質

が

き

な

り

、

さ

ら

に

二

十

が

あ

り

、

つ

ぎ

の

よ

う

注

目

…

山

が

か

た

よ

ら

な

い

で

ガ

ッ

チ

リ

五

度

C
ぐ
ら
か
に
な
る
と
置
に
大
別
さ
れ
手
。

川
し
て
い
る
。

④
苗
の

揃

い

が

よ

庄

一

国

を

除

い

て

は

、

花
つ

ほ

み

{

県

援
護
ャ
良
普
及
所
)

山

川

ぃ

。

⑤

田

植

時

期

に

本

葉

が

六

の

発

育

は

停

止

ヲ

る

よ

う

で

す

山
t
六

・

五

枚

一

位

で

熟

苗

で

あ

る

土

壌

が

有

磐

田

に

富

ん

だ

膿

土

1
1
4
1
1
1
J
川

…

乙

と

。

家

臣

移

植

し

て

新

保

水

力

む

強

い

土

壌
か

よ

く

、

一

週

刊

司

刊

一

山

根

の

発

生

が

よ

く

、

直

ち

に

活

水

分

多

く

、

票

率

νと
庄

一

種
一
H

H

ト
一
…

川

着

し

て

宮

つ

を

は

じ

め

る

。

育

が

よ

く

あ

り

ま

せ

ん

。

と

く

一

也

J
1
2
一

…

…

以

上

の

よ

う

な

舎

を

備

え

た

に

排
水
不
良
の
聖
地
で
降
雨

一
旦

久

川

l

一

一
も
の
で
す
。

、

な
ど
で
間
水
す
る
と
患
い
c

一
相
一
ト

ド

中

一

山
と
の
よ
う
な
良
い
苗
を
育
て

②
揺
種
期

と

花

芽

分

型

一

白
L
o
o

-

q

L
…

…

る

た

め

に

は

つ

ぎ

の

よ

う

な

注

千

重

苦

花

つ

ほ

み

と

ー
叫

バ

パ

ーl

一

川

川
意
が

必

要

で

す

。

長

穫
す
忍
の
が
目
的
で
す
か

f
一
叫
一
イ

斗

一

一
①
で
は
採
種
ほ
産
種
子
が
安

ら
、
花
芽
分
化
即
お
よ
び
そ
の

の
一

日
一
日
一
仲

立

川
全
で
す
。

警

が

搭

E
Zめ
ま

す

の

菜

τ
r1
1|一

…
②
遣
を
必
ず
行
な
う
と
と
の
生
育
を
遂
げ
た
後
で
な
げ
れ
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
あ
る
場
合
に
は
で
軍
忌
で
す
c

李

完

は

温

野
一

種
一
寸
川
性
一
日
一

…
③
苗
代
肥
料
は
前
作
の
種
類

ば
完
全
な
結
球
を
し
な
い
。
し

裂
球
を
生
じ
易
い
の
で
、
結
球
度
と
苗
の
大
き
さ
展
開
異
数

花
一

'一
け
り
削
刊
川
一

…
や
肥
滑
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
た
が
っ
て
相
当
多
量
な
肥
料
を
開
始
ど
ろ
(
ニ
ギ
リ
コ
ブ
シ
大

)

J

本

葉

七

枚

思

に

よ

っ

て

訣

ロ
円
い
ド
い
川
川

一

…
が
、
お
お
よ
そ
三

ニ
-
一
平
方
メ

必

要
と
し
ま
す
。

的
肥
量
は
普
が
止
肥
の
適
期
で
す
。

定
さ
れ

ま

す

。

一

型
一
し

自

l
t

一
川

川
1

ト
ル
当
り
チ

ッ
ソ

・
り
ン
サ
通
の
土
地
で
あ
れ
ば
、一

O
ア

【

花

野

菜

の

③
作
型
の
分
化
H

昔

一

一
一

一

い

川

一

川
ン
芭
一
六
J
一ニ
0
グ
ラ
ム
、
カ
ー
ル
当
り
成
分
量
と
し
て
霊

F

1

3

j

菜
の
栽
培
期
間
皇

J
八

カ

月

一

作
一
早

庁

ψ
一

山
り
は
一ニ
0
1
2
一

五

グ

ラ

ム

程

度

一

千

二

三

キ

ロ

、

燐

酸

二

栽

培

〕

毒

し

、

二

十

度

前

後

の

温

和

「

!
lー
ー

ニ

川
は
必
要
で
す
。
さ
ら
に
完
熟
堆

l
一
五
キ
ロ
、
加
里
一
五

t
一

①

遁
地
H

冷
涼
な
気
候
を

な

億

一候
の
長
い
地
帯
に
好
適
し

川

川
肥
ニ
・
六
キ
ロ
グ
ラ
ム
ぐ
ら
い
九
キ
ロ
ぐ
ら
い
を
施
し
ま
す
。
好
み
、
生
育
適
温
二
十
度
内
外
し
か
も
花
芽
小
化
は
低
温
に
よ

発
明
創
意
工
夫

;震;

夢:

メi
: .Æ~ 

を
施
し
た
い
も
の
で
す
。
と
す
る
等
に
努
め
ま
b
ょ
う
。

肥
滑
に
よ
っ
て
チ
ッ
ソ
分
だ
げ
司
、

4
2
L
4

を
加
減
し
ま
す
。

F
t
-
d
h
‘

④
苗
揃
い
の
た
め
に
は
浸
種
委
の
刈
取
り
適
期
は
穏
と
穂

は
三
i
四
日
で
よ
く
、
苗
床
は

首
の
色
が
黄
色
に
な
り
、

黄
熱

演
く
耕
し
、
な
る
べ
く
練
ら
な
期
か
ら
完
熟
期
に
移
る
時
期
と

い
で
、
な
ら
す
よ
う
に
努
め
、
い
わ
れ
て
い
ま
す
か
、
実
際
に

肥
料
と
播
種
は
均
一
に
し
ま
ず
は
わ
か
り
に
く
い
の
で
、
大
体

ま
た
モ
ミ
ガ
ラ
矯
炭
の
使
用
が
出
穏
期
か
ら
数
え
て
早
生
で
三

望

ま

し

い

。

五

t
一一
一六
日
申
院
生
で
一
エ
七
l

⑤
田
植
時
玄
繋
が
六
1
七
枚
三
八
日
、
小
委
で
四
一
ニ
J
四
五

に
な
る
た
め
苗
代
回
数
は
三
五
日
ぐ
ら
い
と
し
て
決
め
る
の
が

i
四
O
日
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
す
よ
い
よ
う
で
す
。

の
で
、
田
植
時
期
春
考
え
て
ま
一
般
に
早
刈
の
害
よ
り
晩
刈

く

と

と

。

の

被

害
が
大
き
い
の
で
、
天
気

t
q
見
定
め
て
多
少
早
自
に
刈
取

⑤
播
檀
量
は
三
、・
三
平
方
メ
る
の
が
安
全
で
す
。
刈
取
っ
た

ー
ト
ル
当
り
一
四
O
t
一
六
O
も
の
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
乾
燥
す
る

叫
(
二
・
主
J
一
ニ
合
)
程
度

よ
そ
に
し
ま
し
ょ
う
。

【

甘

ら

ん

の

本

畑

肥

科

】

引
揚
者
国
債
を
担
保
に

四
日
(
設
計
図
)
六
月
五
日
J

九
日
(
一
般
科
目
)

ム
場
所
長
崎
市
役
所
五
階
大

会
輯
室

生
業
資
金
を
貸
付

ム
受
講
料
設
計
図
三
百
円
、

一
般
科
目
一
一
百
円
、
ほ
か
に
テ

キ
ス
ト
代
四
百
四
十
円

(
福
祉
事
務
所
)

ム
申
込

五
月
二
十
八
日
ま
で

長
崎
県
建
築
士
会
長
崎
支
部

(
長
崎
市
役
所
建
築
課
内
)
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
用

紙
は
同
支
部
に
準
備
し
て
あ
り

ま
す
。

建
築
士
受
験
講
習
会

問
和
三
十
七
年
度
二
級
建
築

士
受
験
講
習
会
が
つ
ぎ
の
と
お

り
開
催
さ
れ
ま
す
。

ぶ
日
時
五
月
三
十
日

t
六
月

ム
く
わ
し
い
と
と
は
市
建
設
課

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
(建
設
課
)

コ
ン
ク
ー
ル

発
明
協
会
県
支
部
で
は
県
民

の
科
学
知
識
の
高
揚
と
発
明
工

夫
む
思
想
を
培
養
す
る
た
め
、

つ
ぎ
の
と
お
り
発
明
や
工
夫
の

募
集
を
し
て
い
ま
す
。

ム
募
集
種
目

@
職
域
一
般
の
発
刷

⑦
職
域
安
全
関
係
一
般
の
創
意

工
夫

⑤
婦
人
の
家
庭
に
お
け
る
工
夫

④
児
童
学
生
の
創
意
工
夫

⑤
交
通

一
般
の
安
全
に
関
す
る

創
意
工
夫

@
漁
業
関
係
の
発
明
創
意

⑦
県
下
観
光
地
の
土
産
物
の
創

意
工
夫

ム
資
格
県
ド
布
住
者
に
限
る

ム
申
込

応
募
者
は
所
電
の
申

込
書
(
県
支
部
に
あ
り
ま
す

の
で
申
込
希
望
の
か
た
は
十

円
切
手
封
入
の
う
え
申
込
む

と
と
)
に
問
誠
し
六
月
三
十

日
ま
で

長
崎
一町
桜
町
一
商
工
会
鳴

所
内
発
明
協
会
長
附
県
支
部

へ
申
込
む
乙
と

な
お
く
わ
し
い
乙
と
は
市
商
工

水
産
課
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

(
商
工
水
産
融
)

飲
酒
運
転
は
や
め

て
事
故
を
な
く

し
ま
し
ょ
う


